
働き甲斐のある労働条件改善を目指す！
２０２５年度労働協約改訂交渉始まる

本
部
は
８
月
８
日
、
全
地

本
業
務
担
当
者
会
議
の
確
認

に
基
づ
き
、
２
０
２
５
年
度

労
働
協
約
改
訂
及
び
労
働
条

件
改
善
に
関
す
る
申
し
入
れ

（
『
申
第
４
号
』
）
を
会
社
に

提
出
し
ま
し
た
。
要
求
は
、

１
３
４
項
目
に
わ
た
り
ま

す
。主

な
要
求
項
目
は
、
①
各

種
手
当
、
割
増
賃
金
を
増
額

す
る
こ
と
。
祝
日
手
当
を
復

活
さ
せ
る
こ
と
。
②
熱
中
症

対
策
を
行
う
こ
と
。
③

歳
65

ま
で
定
期
昇
給
を
行
う
こ

と
。
④
基
準
昇
給
額
１
乗
数

１
，
５
０
０
円
、
現
等
級
経

過
年
数
に
よ
る
逓
減
を
撤
廃

す
る
こ
と
。
⑤
異
常
時
に
お

い
て
、
労
基
法
第

条
に
則

34

り
、
休
憩
時
間
を
出
先
地
で

与
え
る
こ
と
。
ま
た
、
勤
務

終
了
後
や
勤
務
終
了
直
前
に

休
憩
時
間
を
指
定
す
る
こ
と

は
や
め
る
こ
と
。
⑥
年
休
を

完
全
消
化
で
き
る
適
正
要
員

を
配
置
す
る
こ
と
。
⑦
人
事

考
課
で
２
期
連
続
Ｄ
判
定
で

の
降
格
や
降
職
す
る
制
度
は

撤
廃
す
る
こ
と
。
⑧
乗
務
員

の
在
宅
休
養
時
間
、
睡
眠
時

間
を
必
ず
確
保
す
る
こ
と
。

⑨
制
服
の
更
衣
時
間
、
更
衣

室
か
ら
点
呼
場
ま
で
の
移
動

時
間
、
勉
強
会
や
訓
練
会
に

要
す
る
移
動
時
間
を
労
働
時

間
と
す
る
こ
と
。
⑩
子
供
手

当
を
基
準
内
賃
金
と
す
る
こ

と
。
⑪
ワ
ン
マ
ン
列
車
に
乗

務
す
る
場
合
、
実
乗
務
の
労

働
時
間
を
１
．
５
倍
換
算
す

る
こ
と
。
⑫
リ
ニ
ア
建
設
を

直
ち
に
中
止
す
る
こ
と
、
で

す
。

第
１
回
団
交
（
８
月

日
）

19

今
団
交
で
は
、
労
使
双
方

の
趣
旨
説
明
を
行
い
ま
し

た
。
組
合
は
、
趣
旨
説
明
で

「
２
０
２
５
年
期
末
決
算
は
、

前
年
比
で
大
幅
な
増
収
増
益

を
計
上
し
、
２
０
２
６
年
３

月
期
第
１
四
半
期
決
算
に
お

い
て
も
、
単
体
の
純
利
益
は

対
前
年
同
期
比
１
２
１
．
６

％
増
の
１
，
３
９
０
億
円
を

計
上
し
た
。
こ
れ
は
社
員
が

日
々
安
全
・
安
定
輸
送
を
担

っ
た
結
果
で
あ
る
。
し
か
し
、

２
０
２
５
年
度
の
ベ
ア
は
わ

ず
か
８
，
０
０
０
円
で
、
世

間
の
春
闘
相
場
か
ら
は
大
き

く
下
回
り
、
物
価
高
騰
に
は

追
い
つ
か
ず
社
員
の
生
活
は

苦
し
く
な
っ
て
い
る
。
新
人

事
・
賃
金
制
度
の
見
直
し

で
、
人
事
考
課
が
Ｄ
ラ
ン
ク

２
期
連
続
で
降
格
や
降
職
さ

れ
る
制
度
は
認
め
ら
れ
な

い
。
リ
ニ
ア
工
事
で
は
、
岐

阜
県
瑞
浪
市
に
お
け
る
水
位

低
下
、
恵
那
市
に
お
い
て
は

有
害
物
質
が
検
出
さ
れ
て
い

る
。
直
ち
に
中
止
せ
よ
。
労

働
条
件
改
善
要
求
に
誠
意
あ

る
回
答
を
す
る
こ
と
」
と
主

張
し
ま
し
た
。

第
２
回
団
交
（
８
月

日
）

22

今
団
交
で
は
、
会
社
か
ら

回
答
を
受
け
ま
し
た
。
ほ
ぼ

全
て
に
お
い
て
「
そ
の
よ
う

な
考
え
は
な
い
」
と
い
う
不

誠
実
な
回
答
で
し
た
。

第
３
回
団
交
（
８
月

日
）

26

『
労
働
協
約
』
の
団
体
交

渉
事
項
に
つ
い
て
、
組
合
は

「
労
働
組
合
か
ら
の
団
体
交

渉
の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
場

合
、
団
体
交
渉
を
開
催
せ
よ
。

義
務
的
団
交
の
拒
否
は
労
組

法
違
反
だ
」
と
迫
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
会
社
は
「
協
約
に

則
り
、
適
切
に
判
断
し
て
い

る
」
と
、
法
律
よ
り
も
会
社

の
協
約
が
上
位
だ
と
言
わ
ん

ば
か
り
の
対
応
で
、
対
立
を

確
認
し
ま
し
た
。
組
合
掲
示

板
設
置
に
つ
い
て
、
本
部
は

「
現
協
約
は
人
数
制
限
は
な

い
。
掲
示
板
撤
去
に
つ
い
て
、

組
合
員
数
の
把
握
を

協
定

24

と
す
る
の
は
恣
意
的
判
断
で

あ
り
、
労
働
組
合
活
動
の
弾

圧
だ
」
な
ど
と
主
張
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
会
社
は
「
許

可
を
出
す
の
は
会
社
の
判
断

だ
。
組
合
員
は
会
社
が
判
断

す
る
」
な
ど
と
対
立
し
ま
し

た
。ワ

ン
マ
ン
運
転
に
つ
い

て
、
組
合
は
「
前
方
注
視
と

状
態
看
視
を
ど
ち
ら
を
優
先

す
る
の
か
。
車
載
カ
メ
ラ
に

も
死
角
が
あ
る
」
と
し
て
、

中
止
を
強
く
主
張
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
会
社
は
「
ワ

ン
マ
ン
運
転
は
定
着
し
て
い

る
。
教
育
・
訓
練
を
行
い
、

ワ
ン
マ
ン
運
転
を
行
う
」
と

回
答
し
、
対
立
し
ま
し
た
。

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
、

組
合
は
「
築

年
経
過
し
た

50

東
京
第
二
検
修
庫
は
早
急
に

建
て
替
え
よ
。
空
調
服
は
個

人
貸
与
せ
よ
」
と
主
張
し
ま

し
た
。
会
社
は
「
熱
中
症
対

策
は
会
社
が
取
り
組
む
べ
き

課
題
」
と
回
答
し
た
た
め
、

組
合
は
「
明
日
か
ら
取
り
組

む
べ
き
だ
」
と
念
押
し
し
ま

し
た
。

日
勤
教
育
に
つ
い
て
、
組

合
は
「
見
せ
し
め
で
あ
り
、

パ
ワ
ハ
ラ
だ
。
新
幹
線
乗
務

員
は
試
験
に
３
回
不
合
格
で

他
職
場
に
強
制
配
転
だ
。
直

ち
に
や
め
ろ
」
と
主
張
し
ま

し
た
。
会
社
は
「
必
要
な
教

育
は
行
う
」
と
、
パ
ワ
ハ
ラ

や
見
せ
し
め
を
認
め
ず
、
対

立
し
ま
し
た
。

第
４
回
団
交
（
８
月

日
）

29

今
団
交
で
は
、
年
休
・
要

員
問
題
、
乗
務
員
の
準
備
報

告
時
間
、
災
害
時
に
お
け
る

勤
務
扱
い
、
更
衣
時
間
な
ど

に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

年
休
・
要
員
問
題
に
つ
い

て
、
組
合
は
「
新
幹
線
職
場

は
勿
論
、
在
来
線
職
場
、
車

両
所
で
も
年
休
が
入
ら
な
い

状
態
が
続
い
て
い
る
。
１
番

で
も
年
休
が
入
ら
な
い
の
は

異
常
だ
。

連
勤
が
当
た
り

10

前
に
な
っ
て
い
る
。
休
日
出

勤
を
前
提
と
し
た
勤
務
は
、

要
員
不
足
で
あ
る
証
左
だ
。

『
必
要
な
要
員
は
配
置
し
て

い
る
』
と
の
会
社
回
答
は
デ

タ
ラ
メ
だ
。
要
員
不
足
で
な

い
と
言
う
な
ら
基
準
人
員
の

算
定
方
法
を
明
ら
か
に
せ

よ
」
な
ど
と
主
張
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
会
社
は
「
ピ
ー
ク

に
要
員
を
合
わ
せ
な
い
。
適

正
な
要
員
は
会
社
が
責
任
を

も
っ
て
配
置
し
て
い
る
。
当

社
の
年
休
取
得
率
を
み
て

も
、
要
員
不
足
で
は
な
い
。

基
準
人
員
の
算
定
方
法
は
明

ら
か
に
し
な
い
」
な
ど
と
ゴ

マ
カ
シ
の
回
答
に
終
始
し
、

対
立
し
ま
し
た
。

乗
務
員
の
準
備
報
告
時
間

に
つ
い
て
、
組
合
は
「
所
定

出
勤
時
刻
の
１
時
間
前
に
出

勤
し
な
け
れ
ば
乗
務
に
間
に

合
わ
な
い
。
サ
ー
ビ
ス
労
働

だ
」
な
ど
と
主
張
し
ま
し
た
。

会
社
は
「
必
要
な
時
間
は
措

置
し
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
労

働
は
な
い
」
と
言
い
切
り
、

対
立
し
ま
し
た
。

台
風
な
ど
の
災
害
時
、
休

憩
な
し
の
長
時
間
乗
務
、
勤

務
終
了
直
前
・
直
後
、
出
勤

直
後
の
休
憩
時
間
な
ど
に
つ

い
て
、
組
合
は
「
休
憩
は
行

路
の
途
中
に
設
定
す
る
も
の

だ
。
労
基
法
第

条
に
違
反

34

す
る
」
な
ど
と
主
張
し
ま
し

た
。
会
社
は
「
終
了
点
呼
ま

で
は
仕
事
の
途
中
だ
。
法
令

に
違
反
し
て
い
な
い
。
適
切

に
行
っ
て
い
る
」
の
一
点
張

り
で
、
対
立
し
ま
し
た
。

更
衣
時
間
に
つ
い
て
、
組

合
は
「
厚
労
省
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
で
は
、
更
衣
時
間
は
労

働
時
間
で
あ
る
。
見
苦
し
い

言
い
訳
は
や
め
ろ
。
な
ぜ
ロ

ッ
カ
ー
を
与
え
て
い
る
の

か
」
と
追
及
し
ま
し
た
。
会

社
は
、
「
更
衣
場
所
、
方
法

な
ど
に
つ
い
て
は
拘
束
下
に

な
い
。
使
用
者
の
指
揮
命
令

下
に
は
な
い
。
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
は
違
反
し
て
い
な
い
」

と
、
対
立
し
ま
し
た
。
ま
た
、

更
衣
室
か
ら
点
呼
場
所
や
勉

強
会
・
訓
練
会
の
会
場
ま
で

の
移
動
時
間
に
つ
い
て
も
、

会
社
は
「
使
用
者
の
拘
束
下

に
な
い
」
と
理
不
尽
な
主
張

を
繰
り
返
し
、
対
立
し
ま
し

た
。
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今
後
の
団
交
日
程

第
５
回

９
月
２
日

第
６
回

９
月
４
日

※
回
答
次
第
で
は
、
再

申
し
入
れ
を
行
い
ま
す



８
月

日
、
米
原
～
岐
阜

15

羽
島
間
を
走
行
中
の
「
こ
だ

ま
７
６
４
号
」
で
車
両
火
災

事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

本
部
は
８
月

日
、
事
故

29

を
看
過
で
き
な
い
と
し
て
、

項
目
に
わ
た
り
「
こ
だ
ま

22７
６
４
号
車
両
火
災
事
故
に

関
す
る
申
し
入
れ
」
（
『
申
第

５
号
』
）
を
会
社
に
提
出
し
、

団
交
開
催
を
要
求
し
ま
し

た
。
以
下
、
主
な
項
目
で
す
。

①
車
両
火
災
事
故
に
至

る
、
詳
細
な
原
因
に
つ
い
て

明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

②
今
回
の
車
両
火
災
事
故

を
受
け
て
の
、
万
全
な
再
発

防
止
策
や
対
策
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
。

③
詳
細
な
原
因
や
再
発
防

止
策
に
つ
い
て
関
係
す
る
社

員
に
周
知
す
る
こ
と
。

④
Ｈ
Ｐ
の
発
表
で

台
の

23

主
変
換
装
置
の
交
換
を
行
う

と
な
っ
て
い
る
が
、

台
と

23

限
定
と
す
る
理
由
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
。

⑤

日
に
予
定
さ
れ
な
が

17

ら
も
中
止
し
た
回
送
を
、
20

日
に
「
安
全
が
確
認
で
き
た
」

と
し
て
車
両
を
自
走
さ
せ
、

日
午
前
２
時
に
浜
松
工
場

21に
到
着
さ
せ
た
。
ど
う
の
よ

う
に
安
全
が
確
認
で
き
た
の

か
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る

こ
と
。

⑥
会
社
が
８
月

日
に
Ｈ

22

Ｐ
で
明
ら
か
に
し
た
「
東
海

道
新
幹
線

米
原
駅
～
岐
阜

会
社
が
４
月
１
日
に
発
表

し
た
「
Ｊ
Ｒ
東
海
有
価
証
券

報
告
書
」
に
よ
る
と
、
労
働

組
合
の
状
況
で
、
セ
ン
労
（
セ

ン
ト
ラ
ル
労
働
組
合
）
の
組

織
数
を

名
と
公
表
し
ま
し

18

た
。
セ
ン
労
は
会
社
と
未
だ

労
働
協
約
を
締
結
し
て
い
ま

せ
ん
。
従
っ
て
、

協
定
（
組

24

合
費
給
与
引
き
去
り
）
は
適

用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

会
社
は
こ
の
間
、
労
働
組

合
に
「

協
定
の
チ
ェ
ッ
ク

24

オ
フ
リ
ス
ト
で
所
属
組
合
を

確
定
し
て
い
る
」
と
主
張
し

て
い
ま
し
た
。
組
合
は
７
月

日
、

協
定
が
適
用
さ
れ

22

24

て
い
な
い
労
働
組
合
の
組
織

数
が
判
明
し
た
の
か
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
に
、
Ｊ
Ｒ
東

海
有
価
証
券
報
告
書
に
関
す

る
申
し
入
れ
（
『
申
第
３
号
』
）

を
提
出
し
、
そ
の
窓
口
回
答

が
８
月

日
に
あ
り
ま
し

19

た
。会

社
は
「
組
合
側
か
ら
提

供
さ
れ
た
情
報
に
基
づ
き
、

各
労
働
組
合
の
社
員
た
る
組

合
員
数
を
、
必
要
な
範
囲
内

で
適
切
に
把
握
し
て
い
る
。

具
体
的
内
容
と
し
て
は
元
所

属
の
組
合
か
ら

を
止
め
て

24

ほ
し
い
と
本
人
か
ら
の
申
告

が
あ
っ
た
」
と
回
答
し
ま
し

た
。
組
合
が
「

停
止
申
請

24

だ
け
で
は
セ
ン
労
所
属
は
分

か
っ
て
い
な
い
」
と
追
及
し

た
と
こ
ろ
、
会
社
は
「
セ
ン

労
か
ら
、
属
人
名
も
含
め
て

組
合
員
で
あ
る
こ
と
が
知
ら

さ
れ
て
い
る
。
会
社
と
し
て

付
き
合
わ
せ
な
が
ら
確
認
し

た
」
と
回
答
し
ま
し
た
。
そ

し
て
組
合
は
「
労
働
協
約
未

締
結
の
状
態
で
会
社
の
有
価

証
券
報
告
書
に
記
載
す
る
の

は
問
題
で
あ
り
、
労
働
協
約

を
締
結
し
て
初
め
て
記
載
す

る
も
の
だ
」
と
主
張
し
ま
し

た
。会

社
は
、
一
方
的
な
判
断

で
、
Ｊ
Ｒ
東
海
労
組
合
員
が

職
場
で
１
人
に
な
っ
た
と
し

て
掲
示
板
を
強
制
撤
去
し
て

き
ま
し
た
。
本
部
や
各
地
本

は
、
「
職
場
の
組
合
員
は
１

人
で
は
な
い
。
手
集
め
で
組

合
費
を
集
め
て
い
る
人
も
い

る
」
と
抗
議
し
て
き
ま
し
た
。

会
社
に
組
合
員
の
氏
名
を
伝

え
る
必
要
が
無
い
こ
と
は
、

他
の
労
働
組
合
で
も
行
っ
て

い
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
、

会
社
は
こ
の
間
「

協
定
以
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外
に
所
属
組
合
は
確
定
し
な

い
」
と
の
見
解
を
押
し
付
け

て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
場

合
、
今
回
の
セ
ン
労
組
合
員

の
確
定
は
、
見
解
を
転
換
し

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
会
社
を
退
職
し
て

も
Ｊ
Ｒ
東
海
労
組
合
員
と
し

て
所
属
し
、
会
社
と
の
交
渉

の
場
に
出
席
し
て
い
る
組
合

員
が
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
会

社
が
Ｊ
Ｒ
東
海
労
組
合
員
と

認
め
て
い
る
証
左
で
す
。
24

協
定
で
の
判
断
と
矛
盾
し
て

い
ま
す
。
組
合
員
か
ど
う
か

の
判
断
は
、
会
社
が
行
う
こ

と
で
は
な
く
、
労
働
組
合
が

行
う
こ
と
で
す
。
会
社
は
、

組
合
員
数
に
よ
っ
て
、
団
体

交
渉
を
は
じ
め
と
す
る
労
使

協
議
の
委
員
数
を
慣
行
と
し

て
決
め
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、

会
社
の
恣
意
的
判
断
で
組
合

静
岡
地
本
は
８
月

～
18

19

日
、
山
梨
県
西
湖
で
２
０
２

５
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
を
開
催

し
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
プ
に
は
、

組
合
員
・
Ｏ
Ｂ
・
家
族
を
は

じ
め
、
沼
津
市
議
会
平
野
議

員
と
平
野
議
員
が
支
援
し
て

い
る
ペ
ル
ー
人
の
労
働
者
・

家
族
な
ど
、
総
勢

名
が
参

30

加
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
高
級
飛

騨
牛
、
純
米
大
吟
醸
の
日
本

酒
、
ワ
イ
ン
、
焼
酎
な
ど
の

差
し
入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
飯
盒
炊

飯
・
薪
割
り
・
料
理
・
炭
の

火
起
こ
し
の
各
体
験
、
ダ
ー

ツ
ゲ
ー
ム
、
花
火
な
ど
を
楽

し
み
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
囲
み
、
大

人
も
子
ど
も
も
、
話
が
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

翌
日
は
、
ミ
ル
ク
ラ
ン
ド

に
立
ち
寄
り
、
子
ど
も
た
ち

は
動
物
の
エ
サ
や
り
や
ソ
フ

ト
ク
リ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し

た
。

（２）第４９９号 Ｊ Ｒ 東 海 労 ２０２５年（令和７年）９月１日

羽
島
駅
で
の
車
両
床
下
機
器

発
煙
事
象
に
つ
い
て
」
で
、

今
回
の
事
象
を
「
発
煙
」
と

称
し
て
い
る
が
、
マ
ス
コ
ミ

報
道
で
は
「
発
火
」
と
報
道

さ
れ
た
。
「
発
火
」
事
象
は

生
じ
て
い
な
い
の
か
明
ら
か

に
す
る
こ
と
。

⑦
８
月

日
付
報
道
に
よ

17

る
と
会
社
は
「
原
因
は
調
査

中
」
と
し
な
が
ら
も
「
不
具

合
が
重
な
っ
た
極
め
て
ま
れ

な
事
象
」
と
会
社
見
解
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
の
会

社
見
解
の
根
拠
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
。

⑧
「
こ
だ
ま
７
６
４
号
」

に
乗
車
し
、
名
古
屋
駅
到
着

後
、
頭
痛
を
訴
え
た
旅
客
に

対
し
、
会
社
は
ど
う
の
よ
う

に
対
応
し
た
の
か
明
ら
か
に

す
る
こ
と
。
ま
た
、
乗
務
し

て
い
た
車
掌
長
と
後
部
車
掌

が
救
急
搬
送
さ
れ
た
と
聞
く

が
、
救
急
搬
送
後
の
状
況
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

員
数
を
決
め
る
の
で
は
な

く
、
労
働
組
合
か
ら
の
申
告

に
よ
り
組
合
員
数
を
決
め
る

べ
き
で
す
。

セ
ン
労
は
、
会
社
に
組
合

員
氏
名
を
公
表
す
る
必
要
が

無
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自

ら
組
合
員
氏
名
（
個
人
情
報
）

を
提
供
し
ま
し
た
。
労
働
組

合
の
質
と
し
て
問
わ
れ
ま

す
。
一
方
会
社
は
、
本
人
か

ら

チ
ェ
ッ
ク
オ
フ
の
停
止

24
が
申
告
さ
れ
た
と
し
て
も
、

個
人
情
報
は
総
務
で
止
め
る

べ
き
で
あ
り
、
人
事
・
勤
労

ま
で
伝
え
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
個
人
情
報
の
管
理
に

疑
問
を
持
た
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。

Ｊ
Ｒ
東
海
労
は
７
月

日
、
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回
転
寿
司
ユ
ニ
オ
ン
と
の
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
回

転
寿
司
ユ
ニ
オ
ン
か
ら
は
、

吉
田
書
記
長
が
出
席
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
意
見
交
換
の
開
催
に

至
っ
た
経
緯
は
、
３
月
の
朝

日
新
聞
で
回
転
寿
司
の
ス
シ

ロ
ー
で
非
正
規
社
員
が
ス
ト

ラ
イ
キ
を
行
っ
た
と
す
る
報

道
が
あ
り
、
連
絡
を
取
っ
て

き
ま
し
た
。
６
月
に
開
催
さ

れ
た
回
転
寿
司
ユ
ニ
オ
ン
第

２
回
定
期
大
会
に
は
メ
ッ
セ

ー
ジ
送
り
、
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
東

海
労

回
定
期
大
会
へ
も
メ
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ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
ま
し
た
。

約
２
時
間
に
わ
た
り
、
労

働
組
合
結
成
か
ら
組
合
員
へ

の
組
織
化
と
ス
ト
ラ
イ
キ
権

の
確
立
、
そ
し
て
行
使
ま
で

に
至
る
奮
闘
を
伺
い
ま
し

た
。
ま
さ
に
労
働
組
合
の
原

点
で
あ
る
職
場
か
ら
の
闘
い

が
大
切
で
あ
る
事
を
確
認
し

ま
し
た
。
今
後
も
、
共
に
闘

っ
て
い
く
た
め
に
、
意
見
交

換
を
行
う
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

乗
客
乗
員
の
命
を
守
れ
！

車
両
火
災
事
故
で
申
し
入
れ

会
社
の
セ
ン
労
組
合
員
数
把
握
の
疑
惑

協
約
未
締
結
組
合
の

有
価
証
券
報
告
書
掲
載
の
問
題
点

共
に
組
織
の
強
化
を
目
指
そ
う
！

回
転
寿
司
ユ
ニ
オ
ン
と
懇
談

ペルーの子どもたちは笑顔
静岡地本サマーキャンプ


